
生物資源学研究科 生物資源学専攻 

〇ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、各授業科目、アドミッション・ポリシーの対応 

ディプロマ・ポリシー カリキュラム・ポリシー 各授業科目 アドミッション・ポリシー 

本研究科において、修士
の学位を取得するために
は、原則として 2年以上
の在学と所定の単位数以
上を修得し、かつ、必要
な研究指導を受けた上、
修士論文評価基準に基づ
く審査および最終試験に
合格することを要件とし
ます。博士の学位を取得
するためには、原則とし
て博士前期課程と合わせ
て 5年以上の在学と所定
の単位数以上を修得し、
かつ、必要な研究指導を
受けた上、博士論文審査
基準に基づく審査および
最終試験に合格すること
を要件とします。修士論
文および博士論文の評価
は、複数の教員による審
査で厳密に行われます。 
 
 
①食料・生命・環境に関
する科学・技術が自然や
社会に与える影響を多面
的に洞察し、起こりうる
問題を解決するための基
礎的素養および専門的知
識を身につけるととも
に、変化する社会と急速
に発展する生命科学技術
に対応するため、必要な
情報を収集、選択する能
力を修得している。 

本専攻のディプロマ・ポ
リシーを達成するため、
食料・生命・環境に関す
る専門科目の履修と修士
および博士論文の作成を
行うことにより、幅広い
視野から自己の研究を位
置付けて「知の体系」を
構築し、科学・技術の社
会性と倫理性に関する考
察力を養い、課題解決を
実践する能力を育成しま
す。そのため、次のよう
なカリキュラム・ポリシ
ーを定めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①食料・生命・環境に関
する科学・技術が自然や
社会に与える影響を多面
的に洞察するための基礎
的素養および専門的知識
を修得する。変化する社
会と急速に発展する生命
科学技術に対応するため
に必要な情報の収集・選
択能力を修得する一助と
して、主要な専門科目の
講義は、一部、国内外の
専門家を招聘する。 
評価基準: 
基礎科目、専門科目合わ
せて 16単位以上修得する
こと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
基礎科目: 
植物分子生物学 
応用分子細胞生物学 
遺伝資源学 
生物生産環境学 
微生物機能学 
食品機能化学 
構造生物学 
生体機能分子工学 
生物進化学 
専門科目: 
12科目 
(詳細はシラバスに記載) 

人間を育む多様な個性
と背景に理解を示す学
生、生物資源に関する
科学分野の勉学と研究
に強い意欲を持って持
続的に取り組むことの
できる学生、幅広い知
識とコミュニケーショ
ン能力および様々な条
件下での問題解決能力
を修得する意欲のある
学生、地域社会、日
本、世界そして未来の
ために働こうとする意
欲と希望を持った学生
の入学を求める。 
 
入学者選抜の基本方
針: 
英語、専門科目、口述
試験、出願書類の審査
により総合的に判定す
る。 
専門科目および口述試
験では、志望する研究
分野に関する基礎的理
解について審査を行
う。 

②食料・生命・環境に関
する諸課題を社会全体の
中に位置付け、諸課題の
特色、問題点、解決策を
わかりやすく説明できる
能力を修得している。 

②食料・生命・環境に関
する諸課題を学び、これ
らを位置付け、解決する
能力を育成するために、
専攻演習を実施する。専
攻演習では、特に幅広い
生命科学に関する最新の
学術論文を精読し、論理
的思考を養い、諸課題を
自らの言葉でわかりやす
く説明できるプレゼンテ
ーション能力、質疑応答
できるコミュニケーショ
ン能力を養う。 
評価基準: 
いずれかの選択必修科目
から 4単位修得するこ
と。 

選択必修科目: 
分子生物学専攻演習 I 
植物資源学専攻演習 I 
分子機能科学専攻演習 I 
応用生化学専攻演習 I 
古生物学専攻演習 I 
(詳細はシラバスに記載) 



③自ら課題解決を実践
し、課題の位置付け、仮
説、研究結果、考察を論
理的な文章で発表すると
ともに、公開の場での対
話能力を修得している。 

③食料・生命・環境に関
する課題を自ら解決する
能力を修得するために、
専攻実験を行う。修士論
文作成の過程で、全構成
員が参加する中間発表会
を行い、自らの課題につ
いて、プレゼンテーショ
ン能力、コミュニケーシ
ョン能力および討論する
能力を養う。英語を用い
た国内外の学会での発表
を推奨し、自立できる人
材の育成を目指す。 
評価基準: 
いずれかの選択必修科目
から 8単位修得するこ
と。 

選択必修科目: 
分子生物学専攻実験 I 
分子生物学専攻実験 II 
植物資源学専攻実験 I 
植物資源学専攻実験 II 
分子機能科学専攻実験 I 
分子機能科学専攻実験 II 
応用生化学専攻実験 I 
応用生化学専攻実験 II 
古生物学専攻実験 I 
古生物学専攻実験 II 
(詳細はシラバスに記載) 

④博士前期課程（修士課
程）においては、それぞ
れの専門領域における意
義を十分に理解し、当該
分野において有意な研究
活動を実施し、科学論文
の書き方を修得できてい
る。 

④博士前期課程において
は、それぞれの専門領域
における意義を十分に理
解し、当該分野において
有意な研究活動を行い、
論文作成能力を修得す
る。 
評価基準: 
いずれかの選択必修科目
から 2単位修得するこ
と。 

選択必修科目: 
分子生物学専攻演習 II 
植物資源学専攻演習 II 
分子機能科学専攻演習 II 
応用生化学専攻演習 II 
古生物学専攻演習 II 
(詳細はシラバスに記載) 

⑤博士後期課程（博士課
程）においては、広範で
高度な専門的知識と最先
端技術を修得し、広い視
野を持つ自立した技術
者・研究者として期待で
きる。 

⑤博士後期課程において
は、上記の講義、演習、
学会活動、論文執筆活動
を繰り返し実施すること
により、広範で高度な専
門的知識と最先端技術を
修得し、広い視野を持つ
自立した技術者・研究者
を育成する。 
評価基準: 
いずれかの選択必修科目
から 4単位修得するこ
と。 
 
学修成果の評価は、科目
毎に成績評価の方法を設
定し、シラバスに明示す
る。 
 

選択必修科目: 
分子生物学特別演習 
植物資源学特別演習 
分子機能科学特別演習 
応用生化学特別演習 
古生物学特別演習 

(詳細はシラバスに記載) 

人間を育む多様な個性
と背景に理解を示す学
生、生物資源に関する
科学分野の勉学と研究
に強い意欲を持って持
続的に取り組み、高い
水準で研究の遂行・発
信ができる学生、幅広
い知識とコミュニケー
ション能力および様々
な条件下での問題解決
能力を修得する 意欲
のある学生、地域社
会、日本、世界そして
未来のために、高度な
専門知識をもって働こ
うとする意欲と希望を
持った学生の入学を求
める。 
 
入学者選抜の基本方
針: 
英語、専門科目、口述
試験、出願書類の審査
により総合的に判定す
る。 
専門科目および口述試
験では、志望する研究
分野に関する専門的な
内容の理解について審
査を行う。 
 

 



生物資源学研究科 海洋生物資源学専攻（博士前期課程） 

〇ディプロマポリシー、カリキュラムポリシー、各授業科目、アドミッションポリシーの対応 

ディプロマポリシー カリキュラムポリシー 各授業科目 アドミッションポリシー 

①水圏の環境と生命
の機能およびその保
全、水圏資源生物の持
続的利用ならびに食
糧問題に関する幅広
い視野と高度な専門
知識を修得している。 

①講義科目を通して、水圏
環境の保全と水圏生物資
源の育成・利用に関する幅
広い視野および倫理観を
身につけるとともに、専門
分野の高度な専門知識を
修得する。 
 
修了要件： 
基礎科目の講義科目を 12
単位以上（所属する専門種
目の基礎科目 2 単位を含
む）、専門科目を 6 単位以
上修得すること。 

基礎科目： 
【水圏生物生態学】 
藻類学 
水圏生態学 
【海洋生物培養学】 
海洋生物培養学 
海洋生物育成学 
【海洋生態環境学】 
海洋生態工学 
海洋微生物生態学 

【海洋生物資源利用学】 
生物資源利用学 
食品機能化学 
【海洋情報科学・社会科学】 
海洋情報科学・社会科学 
専門科目： 
24科目 
(上記科目の詳細はシラバスに
記載) 
 

人間を育む多様な個
性と背景に理解を示
す学生、生物資源に関
する科学分野の勉学
と研究に強い意欲を
持って持続的に取り
組むことのできる学
生、幅広い知識とコミ
ュニケーション能力
および様々な条件下
での問題解決能力を
修得する意欲のある
学生、地域社会、日本、
世界そして未来のた
めに働こうとする意
欲と希望を持った学
生の入学を求めてい
ます。 
 
入学者選抜の基本方
針： 
英語、専門科目、口述
試験、出願書類の審査
により総合的に判定
します。専門科目およ
び口述資源では、志願
する研究分野に関す
る専門的な内容の理
解について審査を行
います。 

②研究課題に関する
論理的思考能力と学
術論文の読解力を修
得している。 

②専攻演習では、専門分野
の学術論文の内容を理解
し、論理的思考を養うとと
もに、研究の成果を国内外
で発表するため、プレゼン
テーションとコミュニケ
ーションの能力を身につ
ける。 
 
修了要件： 
所属する専門種目から4単
位修得すること。 

基礎科目： 
【水圏生物生態学】 
水圏生物生態学専攻演習Ⅰ・Ⅱ 

【海洋生物培養学】 
海洋生物培養学専攻演習Ⅰ・Ⅱ 

【海洋生態環境学】 
海洋生態環境学専攻演習Ⅰ・Ⅱ 

【海洋生物資源利用学】 
海洋生物資源利用学専攻演習
Ⅰ・Ⅱ 
【海洋情報科学・社会科学】 
海洋情報科学・社会科学専攻演
習Ⅰ・Ⅱ 
(上記科目の詳細はシラバスに
記載) 
 

③必要な実験・調査を
遂行する能力と結果
を解析する能力、研究
成果をプレゼンテー
ションする能力と討
論に必要なコミュニ
ケーションの能力、科
学・技術の社会性と倫
理性に対する理解を
踏まえて行動する能
力を修得している。 
 

③専攻実験と専攻演習で
は、専門分野の研究を遂行
するために必要な実験・調
査の手法と解析の技術を
修得する。 
 
修了要件： 
所属する専門種目から8単
位修得すること。 

基礎科目： 
【水圏生物生態学】 
水圏生物生態学専攻実験Ⅰ・Ⅱ 

【海洋生物培養学】 
海洋生物培養学専攻実験Ⅰ・Ⅱ 

【海洋生態環境学】 
海洋生態環境学専攻実験Ⅰ・Ⅱ 

【海洋生物資源利用学】 
海洋生物資源利用学専攻実験
Ⅰ・Ⅱ 
【海洋情報科学・社会科学】 
海洋情報科学・社会科学専攻実
習Ⅰ・Ⅱ 
(上記科目の詳細はシラバスに
記載) 

④研究の意義を理解
し、結果を考察して科
学論文を作成する能
力を修得している。 

④当該分野の研究課題に
関連する既往の研究成果
を踏まえた研究計画を立
案して実践し、修士論文を
作成する。 
 
修了要件： 
指導教員および評価委員
が修士論文の評価基準に
基づいて総合的に評価す
る。 

 



生物資源学研究科 海洋生物資源学専攻（博士後期課程） 

〇ディプロマポリシー、カリキュラムポリシー、各授業科目、アドミッションポリシーの対応 

ディプロマポリシー カリキュラムポリシー 各授業科目 アドミッションポリシー 

①水圏の環境と生命の機

能およびその保全、水圏

資源生物の持続的利用な

らびに食糧問題に関する

幅広い視野と高度な専門

知識、研究課題に関する

論理的思考能力と学術論

文の読解力、必要な実験・

調査を遂行する能力と結

果を解析する能力、研究

成果をプレゼンテーショ

ンする能力と討論に必要

なコミュニケーションの

能力、科学・技術の社会性

と倫理性に対する理解を

踏まえて行動する能力、

一連の研究成果を科学技

術論文に取りまとめ、自

立した指導的技術者・研

究者として新たな研究を

展開する能力を修得して

いる。 

①高度な研究能力を育

み、特別演習を通して当

該研究分野だけでなく幅

広い学術的知識を自ら獲

得して独創的な研究を遂

行し、博士論文を作成す

る。 

 

修了要件： 

いずれかの授業科目を 4

単位修得すること。また、

審査委員（主査 1名、副査

2名以上）が博士学位申請

論文の審査基準に基づい

て総合的に評価する。 

専門科目： 

【水圏生物生態学】 

水圏生物生態学特別演習 

【海洋生物培養学】 

海洋生物培養学特別演習 

【海洋生態環境学】 

海洋生態環境学特別演習 

【海洋生物資源利用学】 

海洋生物資源利用学特別

演習 

【海洋情報科学・社会科

学】 

海洋情報科学・社会科学

特別演習 

(上記科目の詳細はシラ

バスに記載) 

人間を育む多様な個性

と背景に理解を示す学

生、生物資源に関する科

学分野の勉学と研究に

強い意欲を持って持続

的に取り組むことので

きる学生、幅広い知識と

コミュニケーション能

力および様々な条件下

での問題解決能力を修

得する意欲のある学生、

地域社会、日本、世界そ

して未来のために、高度

な専門知識をもって働

こうとする意欲と希望

を持った学生の入学を

求めています。 

  

入学者選抜の基本方針： 

英語、専門科目、口述試

験、出願書類の審査によ

り総合的に判定します。 

専門科目および口述試

験では、志望する研究分

野に関する専門的な内

容の理解について審査

を行います。 
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